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北塩原村は
「日本で最も美しい村」連合と
「日本ジオパークネットワーク」に

加盟しています。
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きたしおばらトピックス

２月10日（金） 北塩原村の未来を語る会
　北塩原村の未来を語る会が第一中学校で開かれ、生徒と
遠藤村長、石本教育長が村づくりについて意見を交わしま
した。
　会には全学年が参加。9班に分かれて SDGs の観点か
ら学習テーマを決め、村への提言などを発表しました。
　生徒たちからは、「近所にスーパーなどがないため、食
材を買いだめしてしまい食品ロスにつながっている。近く
に買い物ができる場所があるとよい。」「村に大きい公園が
あれば子どもたちがのびのび成長できる。」「マイバッグ、
マイボトルを活用し、環境問題に対応したい。」などの意
見が出ました。
　発表を聞いた遠藤村長は「北山に村の駅をつくり、買い
物や人が集う場所を作っていきたい。」など、生徒の提言
に対する自身の考えを伝えました。

▲�生徒と村長らが意見を交わした北塩原村の未来を語る会

２月18日（土） 佐野雅子さんの100歳を祝う
　２月 18 日に佐野雅子さん（秋元）が満 100 歳を迎え
られました。
　村より賀寿と長寿祝金を贈り、福島県知事賀寿を伝達し
ました。また、村社会福祉協議会より賀寿と記念品が贈呈
されました。
　ご家族のまり子さんからは、「歯が丈夫で、今でも自分
の歯が 20 本以上残っているほど健康です。」とお話いた
だきました。ご家族との思い出の写真を見ながら、これま
での村での暮らしを振り返り、100 歳を迎えられた雅子
さんをお祝いしました。
　いつまでもお元気でお過ごしください。
≪長寿の秘訣≫
　いつもニコニコ笑顔で人とお話しすること

▲満100歳を迎えた佐野雅子さん

２月24日（金） 災害時の物資の供給協力に関する協定㈱リオン・ドールコーポレーションと締結
　村と株式会社リオン・ドールコーポレーション（本社：
会津若松市）は、災害時の物資の供給協力に関する協定を
締結しました。
　県内外の店舗ネットワークや全国の物流企業との連携に
より、被災時における食料品や生活必需品などの供給を確
保するもので、迅速かつ円滑な生活再建支援が可能となり
ます。
　村民と観光客を守り、安心安全な「地域づくり」に努め
てまいります。

　※�リオン・ドールは、喜多方市・猪苗代町をはじめ、県
内外に 77店舗を展開しています。

▲安西取締役副社長（左）と遠藤村長
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きたしおばらトピックス

２月27日（月） 平尾暁絵選手が駅伝大会出場結果を報告
　学法石川高校３年生の平尾暁絵さん（剣ケ峯）が村長室を訪問
し、第 37 回東日本女子駅伝大会、第 34 回全国高校駅伝大会、
そして第 41回全国都道府県対抗女子駅伝競走大会の結果を報告
しました。
　遠藤村長は「平尾さんの活躍は村の誇りであり、さらなる飛躍
を期待します。」と、言葉をかけました。
　平尾さんは、４月から大学への進学を予定しており「自身のさ
らなる成長につなげたい。」と力強く語ってくれました。

▲平尾選手（左）と遠藤村長（右）

３月４日（土） ほう賞授与式並びに功労者顕彰表彰式・教育委員会顕彰表彰式
　北塩原村ほう賞授与式並びに功労者顕彰表彰式・北塩原村教育委員会顕彰表彰式が村コミュニティセンター
ホールで開かれ、受賞者の功績をたたえました。
　ほう賞は本村の政治、経済、文化など様々な分野で村の発展に寄与した方が対象で、今年度は 20名が受賞し
ました。また、功労者顕彰は「協働のむらづくり」を促進するため、自主的に活動されている方を表彰するもの
で、今年度は２名が受賞しました。
　教育委員会顕彰表彰はスポーツ・芸術文化の各分野において輝かしい成績を収めた幼稚園児、小中高生、一般
の各部門から２６名が表彰されました。
　受賞者を代表して江川アヤ子さん（下吉）と宮下瑠奈さん（喜多方高２年）が感謝と喜びの言葉を述べました。

【ほう賞授与式】

功労ほう賞
多年にわたり保護司として村政振興に貢献　
　江川アヤ子さん（下吉）
多年にわたりスポーツ推進委員として村政振興に貢献
　大竹　文夫さん（上川前）
多年にわたり村職員として村政振興に貢献
　大塚　　修さん（北山）
　髙橋　恵美さん（大塩）
善行ほう賞
多年にわたり教育委員会委員として村政振興に貢献
　五十嵐房子さん（大久保）
多年にわたり固定資産評価審査委員会委員として村政振興に
貢献
　樟山　裕康さん（北山）
多年にわたり民生児童委員として村政振興に貢献
　伊藤　清喜さん（大塩）
　内海　愛子さん（北山）
　内海美和子さん（北山）
　小椋　政廣さん（早稲沢）
　佐藤　英記さん（北山）
　野田　淳子さん（剣ケ峯）
多年にわたり保護司として村政振興に貢献
　大竹　榮一さん（早稲沢）
　星　　一昭さん（秋元）
多年にわたり消防団員として村政振興に貢献
　相原　正和さん（金山）
　佐藤　純一さん（金山）
　佐藤　隆一さん（蛇平）
多年にわたり交通安全協会北山分会長として村政振興に貢献
　遠藤　康幸さん（北山）
多年にわたりスポーツ推進委員として村政振興に貢献
　椛木　　司さん（剣ケ峯）
　佐藤　伸俊さん（剣ケ峯）

【功労者顕彰表彰式】

永きにわたり地区の花植えや桧原長寿会の活動に積極的に取り組まれ、村
の環境美化や地域コミュニティの形成に貢献
　外島　二郎さん（桧原）

永きにわたり道路除草や通学路の除雪に自主的に取り組まれ、道路環境の
向上と安心安全な地域づくりに貢献
　松丸　俊雄さん（松陽台）

【教育委員会顕彰表彰式】

幼稚園児の部
長内　大樹さん（裏磐梯幼年長）

小学生の部
安部　嘉人さん（さくら小１年）
千田　　紫さん（さくら小１年）
赤城　颯空さん（さくら小３年）
千田　晴馬さん（さくら小３年）
武藤　芭昊さん（さくら小３年）
林　賢史朗さん（さくら小４年）
岩渕　桜來さん（さくら小６年）
小椋　優羽さん（さくら小６年）

中学生の部
遠藤　和音さん（第一中１年）
遠藤　叶望さん（第一中２年）
江川穂乃花さん（第一中３年）
椛木　冬磨さん（裏磐梯中１年）
六角　日向さん（裏磐梯中２年）
佐藤　　蒼さん（裏磐梯中２年）
水野　佑梨さん（裏磐梯中３年）
鈴木　晴至さん（会津学鳳中２年）

高校生の部
宮下　瑠奈さん（喜多方高２年）
高橋　　禅さん（会津高２年）
松本安友武さん（福島高専２年）
雅樂川　歩さん（会津高３年）
星　　　夢さん（尚志高３年）
大森　遥叶さん（帝京安積高３年）
佐藤　雄大さん（田村高３年）
平尾　暁絵さん（学法石川高３年）

一般の部
西沢　岳人さん（剣ケ峯）

【出場大会一覧】
◆　第 37回東日本女子駅伝大会　	⇒　結果【第５区：７位】
◆　第 34回全国高校駅伝大会　	 ⇒　結果【第２区：４位】
◆　第 41回全国都道府県対抗女子駅伝競走大会
	 ⇒　結果【第２区：13位】
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建設課　☎２３－３２６１問い合わせ

　委員会にて、事務局より村の上下水道事業の現状や将来の予測、徴収状況や他市町村との比較など様々な課
題を説明し、適正な上下水道料金について、意見の集約が行われました。
　その結果、一般会計からの資金に依存した厳しい経営状況であることが理解され、料金改定はやむを得ない
現状と将来の世代に大きな負担を先送りしないという共通認識から適正な料金に向けて審議が行われました。

～北塩原村上下水道料金等検討委員会の検討経過～

上下水道施設の老朽化が進行しています

～未来につなげる上下水道～

　本村の水道は、古いもので昭和 30年頃から整備され、多くの施設の経年劣化が進行しています。これを放
置すれば、水道管の破裂による断水や道路の陥没、施設の破損による水供給の停止など、村民生活に大きな支
障をきたす恐れがあります。
　また、本村の下水道は、平成 8年度から供用が開始され、全ての処理区において 20年以上経過しており、
施設等の老朽化が進み、順次更新の時期にきています。これを放置すれば、汚水を処理できず、マンホールか
ら汚水が溢れてしまい、衛生環境や水質の悪化を招く恐れがあります。
　これらの施設を維持していくためには、上下水道施設の長寿命化に向けた財源の確保が課題です。

水
道
の
役
割

下
水
道
の
役
割

管路劣化の例

処理場設備
老朽化の例

( 管から噴き出す水道水 ) ( 地中で破裂した水道管 )

(20 年経過したマンホールポンプの故障 ) (24 年経過した掻寄機の故障 ( 落下 ))
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Monthly
Reporter

　こんにちは、地域おこし協力隊の皆川です。雪も解けてきて、春が近
づいていることを感じるこの頃です。今回は、「移住・定住の促進と空
き家対策」という私のミッションにおいて実施した２つの取り組みをご
紹介します。

○磐梯高原地域おこし協力隊意見交換会
　猪苗代町、磐梯町、北塩原村の協力隊が、２か月に１回のペースで集まり、地域の共通
課題について意見交換をしています。
　同じミッションに取り組む３町村の協力隊が連携し、情報を共有することで、互いにメ
リットを享受したり、課題解決に向けた新しいアイディアが生れたりしています。
　まだ始まったばかりですが、今後は協力隊員だけではなく、住民や地元企業の皆さんに
も参加いただき、地域の活性化について様々なアイディアを共有できる場にしていきたい
と思っています。

○移住ガイドブック作成
　「きたしおばらぐらし」という移住ガイドブックを作成しました。これはコロナ禍での移住ニー
ズの高まりを受け、移住希望者に村の支援策や実際の暮らしぶりをアピールするためのものです。
　ガイドブックには、移住者へのインタビュー記事も掲載しました。取材の中で、皆さんの移住
前後の生活の変化について聞いていると、“ 都会になくて田舎にあるもの ” が沢山あることに改
めて気づくことができました。
　
　また、移住には住まい（家）が必要不可欠です。空き家を管理されている方で、移住者に家を
貸したり売ったりしてもいいという方は、是非ご相談ください。空き家を放置せず景観を美しく
保つことは、村民にも移住者にも心地よい暮らしを共有してくれます。

北塩原村
地域おこし協力隊

https://www.facebook.com/vill.kitashiobara.okoshi/
で検索！

▲移住ガイドブック

税金の納め忘れはありませんか？
　今月で令和４年度も終わり、４月から令和５年度が始まります。
　納め忘れや納入を先延ばしにしている税金・保険料等はありませんか？
　納入を先延ばしにしていると、延滞金が発生する場合があるほか、随時課税される次の年度の税金も重なって、
結果的に自身を厳しい状況に追い込む事になります。

　滞納は村の財政を圧迫し、納期内に納税している大多数の方との公平性を欠くことになります。
　今月は文書による催告に加え、電話等による自主納付の呼びかけを行います。
　全く連絡がつかない、または納付の意思なしと判断した場合は滞納処分を実施します。

３月は徴収強化月間です

　早急に納付をお願いします。納付書を紛失してし
まった場合、再発行しますので税務課までご連絡く
ださい。

〇納め忘れ等の心当たりのある方

　納期限を過ぎると法律の定めにより督促状を送付
します。
　それでも納付や連絡もなく放置した場合、勤務先
や取引先金融機関等の財産調査のうえ差押等の滞納
処分を随時行います。
　特別な事情等により納付が困難な場合は税務課ま
でご相談ください。

〇税金を滞納すると

　納税は国民の義務であり、ご自身で管理するものです。
　督促状や催告書の発行、郵送代にも税金が使われてい
ますので、納期内納付をお願いします。
　なお、生涯学習カレンダーや村ホームページにも各種
税等の納期限を記載しておりますので、納め忘れ防止に
ご活用ください。

　口座振替を利用する事で、納付に行く手間が省けるほ
か、払い忘れの防止にもなります。
　申し込みから振替開始までは一定期間を要しますの
で、お早目にお手続きください。

〇口座振替の利用

〇納期内納付のお願い

皆川　健太郎
みながわ　けんたろう

問い合わせ　税務課　☎ 23 － 3114

▲意見交換会
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教育課 ☎23-5237
公民館 ☎23-5236生涯学習だより
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目
的
に
支
援
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご

協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
う
し
た
活
動
で
ご
協
力
い
た
だ

け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
員
を
随
時
募
集
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
公
民
館
ま

で
ご
連
絡
お
願
い
し
ま
す
。

「
学
校
の
応
援
団
」

今
年
度
も
ご
支
援
・
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

家
庭
教
育
支
援
事
業　

思
春
期
講
座

「
思
春
期
の

�

心
と
体
の
大
切
な
こ
と
」

　公民館で保全に取り組んでいるものは、江戸時代から明治、大正、昭和戦前、戦後に至る、村の歴史を伝えるさまざま
な郷土資料です。古文書（和紙に墨で書かれたもの。古いふすまの下貼りとして、古文書が使われている例もよくありま
す）、高札（板に書かれたおふれがき）、書籍、新聞、教科書、手紙、日記、写真、町内会など団体の記録、美術品（陶磁
器、掛け軸、巻物、屏風など）、考古資料（土器・石器）、生活文化（民俗）に関するもの（農具／古着／祭礼の道具・衣
装など）、自然系の資料（植物・昆虫標本、化石など）などです。ご寄贈や見せていただけるものがありましたら、ぜひ、
お声がけ・ご相談ください。
　※種類や状態によってはお引き受けできないものもございますのでご了承ください。

　今年度も、多くの方々から、きれいな図書や歴史を物語る郷土資料をご寄贈いただきました。ありがとう
ございます。
　教育委員会では、先人の歩みを物語る道具・写真・文書などを後世に伝えるため、郷土資料のお預かりや
ご寄贈をお願いしております。お気軽にご連絡ください。皆様のご協力をお願いいたします。

《令和４年度 ご寄贈いただいた方々（順不同）》
図　　書：小椋正任さん、櫻井勇三さん、中川清さん、平野浩人さん、
　　　　　岸田誠一郎さん、相川哲治さん、阿部好喜さん、赤木進二さん

郷土資料：内海佐吉さん（半唐箕・鞍）、髙橋和重さん（古書類・膳揃え）、
　　　　　遠藤裕二さん（古写真）

図書と民具の寄贈御礼
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自衛官採用試験のお知らせ

応募先・問い合わせ　自衛隊福島地方協力本部　会津若松出張所
　　　　　　　　　　〒 965-0825  会津若松市門田町黒岩字大坪 57－１
　　　　　　　　　　☎ 0242 － 27－ 6724

種目 採用種目 資　　　　格 受付期間 試験期日
予
備
自
衛
官
補

一般公募 18歳以上 34歳未満の者
令和５年
４月６日まで

令和５年
４月８日～ 23日
いずれか１日技能公募 18歳以上で国家資格等を有する者

（資格により年齢の上限は 53歳未満～ 55歳未満）

幹
部
候
補
生

一　　般
大卒程度

22歳以上 26歳未満の者
（20歳以上 22歳未満の者は大卒（見込含）、修士課程終了
等（見込含）は 28歳未満の者） 令和５年

３月１日
　　～
４月 14日まで
(音楽要員除く）

１次試験：
令和５年４月
22日・23日
（23日は海空飛行
要員のみ）院卒者 20歳以上 28歳未満の者、修士課程修了者等（見込含）

歯・薬剤 専門の大卒（見込含）は 20歳以上 30歳未満の者
（薬剤科は 20歳以上 28未満の者）

１次試験
令和５年
４月 22日

国家公務員採用試験のお知らせ
　人事院では、次のとおり国家公務員採用試験を実施します。

　なお、申込方法や受験資格等の詳しい内容については、人事院ホームページの「国家公務員試験採用情
報NAVI」又は下記にお問い合わせください。	
　問い合わせ：人事院東北事務局　第二課　試験係　☎ 022－ 221 － 2022

試験名 申込受付期間 第１次試験日

総合職�
（院卒者・大卒程度） 【インターネット】

３月１日（水）9：00 ～ ３月 20日（月）　〔受信有効〕

４月９日（日）

一般職�
（大卒程度）

６月１１日（日）

一般職�
（高卒者）

【インターネット】
６月 19日（月）9：00 ～ ６月 28日（水）　〔受信有効〕

９月３日（日）

国税専門官採用試験（大学卒業程度）のお知らせ
　仙台国税局では、バイタリティーあふれる国税専門官を募集しています。
　国税専門官は、国の財政を支える重要な仕事を担い、税務署等において、調査・徴収・検査や指導などを
行う税務のスペシャリストです。

○受験資格
　１　�平成５年４月２日から平成 14年４月１日生

まれの者
　２　�平成 14年４月２日以降生まれの者で次に掲

げるもの
　　（１）�大学を卒業した者及び令和６年３月まで

に大学を卒業する見込みの者
　　（２）�人事院が（１）に掲げる者と同等の資格

があると認める者
○受験申込受付期間
　　令和５年３月１日（水）から３月20日（月）まで

○受験申込方法
　受験申込みはインターネット申込みとする。
　国家公務員試験採用情報NAVI
　（https://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.html）

○第１次試験日
　　令和５年６月４日（日）

○問い合わせ
　　仙台国税局人事第二課試験研修係
　　☎ 022－ 263 － 1111　内線 3236

村には、自衛官募集相談員の方がいます。相談
を希望される方は住民課へご連絡ください。
住民課　☎ 23－ 3113
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健康通信 問い合わせ・相談

保健センター ☎ 28-3733

大切ないのちを守るために
３月は自殺対策強化月間です

　３～４月は進学や就職、人事異動など環境の変化が多く、
ストレスを感じやすい時期です。
　ストレスと聞くと、嫌なことやつらいことを連想される方
が多いかもしれません。しかし、実は楽しい事、進学や就職、
結婚や出産などの喜ばしい事もストレスの原因になります。
　ストレスのためすぎや急な増加はこころやからだの不調に
もつながるため、注意が必要です。

ストレスと上手につきあうために
〔生活習慣〕
　�バランスの取れた食事や良質な睡眠、適度な運動の習慣を
心がけましょう。リラックスできる時間をもつことも大切
です。

〔考 え 方〕
　�良くないことばかりではなく、実際にできていることに注
意を向けてみるなど、考え方やものの見方を少し変えてみ
るだけで、気持ちが楽になることがあります。

〔相　　談〕
　�困ったときやつらいときに身近な人に話を聴いてもらうだ
けでも、気持ちが楽になることがあります。

こころの病気を放置すると自殺のリスクが高まります
　こころの病気は特別な人がかかるものではなく、日本人の５人に
１人がこころの病気にかかるとも言われており、だれでもかかる可
能性があります。
　自殺の原因・要因には、様々な背景が絡み合っていますが、その
中でも「健康問題」は最も多く、「うつ病」などのこころの病気が
占める割合が高くなっています。「アルコール依存症」などにも注
意が必要です。
　こころの不調やストレス症状が長く続いたり、日常生活に支障が
出ている場合は、早めに専門機関に相談することをお勧めします。

（県内の相談機関）
●こころの健康相談ダイヤル
　☎０５７０－０６４－５５６
　（相談受付　	平日　９：００～１７：００）　　　 	 夜間１８：３０～２２：００

●福島いのちの電話
　☎０２４－５３６－４３４３
　（相談受付　毎日　１０：００～２２：００）

● LINE 相談　こころつなぐ @ 福島
　（相談受付　毎日　１８：００～２１：３０）

ID【@228dcnon】

相談窓口はこちら
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南東北裏磐梯診療所からのお知らせ
マイナンバーカードを使って受付ができるようになりました

　裏磐梯診療所に、マイナンバーカードで受付ができるカード
リーダーが設置されました。
　マイナンバーカードをお持ちの方で、健康保険証と紐づけされ
ている方は利用することができます。
　また、ご本人の同意のもとでお薬の情報や特定健診の結果につ
いて確認させていただくことができます。医師もそれらの情報に
基づいた診療が行えます。
　ご利用の方は、受付でお声がけください。使い方についてご案
内いたします。

今回は、肉、魚、野菜と様々な食材に使える簡単に作れて美味しい調
味料をご紹介します。

作り方

①米麹と塩を手で混ぜる。
②水を入れて毎日よく混ぜる。
③�ふたを少しあけて1週間から
10日常温で保管する。（夏場
は冷蔵庫で保管）
④�しっとりして、とろみが出てき
たら出来上がり。

材料（作りやすい分量）

・米麹�����������200 ｇ
・塩������������ 60 ｇ
・水������������ 300㏄

塩麹（しおこうじ）

万能調味料！

「塩麹（しおこうじ）」

＜診療所からのお願い＞
　かぜ症状で受診希望の際には、受診の仕方についてご案内しますので、まずはお電話でご相談ください。

問い合わせ　南東北裏磐梯診療所　☎ 32-2009

ご利用方法
1. マイナンバーカードをかざす
2. 顔認証で本人確認

　お好きな食材を炒めて塩麹を入れ
るだけ！

「塩麹炒め」

調　理　例

　からあげの下味に使うとお肉が
とってもやわらかく、味よく仕上がり
ます！

　その他、煮物、生野菜の味付けに
も使えます。

「塩麹からあげ」



2023．3 　広報きたしおばら　10

休　日　当　番　医

第 二 次 救 急 当 番 医

戸　籍　の　窓　口

令和5年3月1日現在の人口
●男1,250人　	 ●女1,216人
●計2,466人（前月比▲6）（外国人含む）
●転入4　　　	 ●転出7
●出生0　　　　	 ●死亡3
●世帯数 1,069（前月比±0）

お 悔 や み 申 し 上 げ ま す

・星　野　美智子〈89 歳〉（ 学 ・母）狐鷹森
・小　林　サ　イ〈99 歳〉（正志・母）狐鷹森
・中　川　忠　男〈84 歳〉（ 浩 ・父）下吉

３月12日（日）　武田医院　���������� ☎27-4031
３月19日（日）　手代木医院　��������� ☎22-0034
３月21日（火）　鳴瀬病院　���������� ☎24-3333
３月26日（日）　福田耳鼻咽喉科醫院　����� ☎24-4187
４月２日（日）　みつはし医院　�������� ☎21-1311
４月９日（日）　山田産婦人科医院　������ ☎22-3032

第 2次救急当番医は、休日・夜間に入院治療を必要とする重
症患者の救急医療体制です。
３月12日（日）　有隣病院　���������� ☎24-5021
３月19日（日）　会津医療センター　��� ☎0242-75-2100
３月21日（火）　佐原病院　���������� ☎22-5321
３月26日（日）　有隣病院　���������� ☎24-5021

○
令
和
４
年
分
所
得
税
等
の
申

告
・
納
付
期
限
に
つ
い
て

・
申
告
所
得
税
及
び
復
興
特
別

所
得
税
・
贈
与
税
：
３
月
15
日

（
水
）

・
個
人
事
業
者
の
消
費
税
及
び

地
方
消
費
税
：
３
月
31
日
（
金
）

※�

納
付
に
つ
い
て
は
、
納
付
期

限
ま
で
に
最
寄
り
の
金
融
機

関
等
で
納
付
し
て
い
た
だ
く

か
、
振
替
納
税
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

※�

納
付
期
限
ま
で
に
納
付
さ
れ

な
い
場
合
は
、
納
付
期
限
の

翌
日
か
ら
延
滞
税
が
加
算
さ

れ
、
督
促
状
が
発
送
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

○
自
宅
か
らe-Tax

申
告
に
つ

い
て

　

ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ

て
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
」
か
ら
申
告
書
の
作
成
・

送
信
が
で
き
ま
す
。

　

令
和
５
年
１
月
か
ら
は
、
青

色
申
告
決
算
書
、収
支
内
訳
書
、

消
費
税
申
告
書
も
ス
マ
ホ
で
作

成
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

自
動
計
算
・
自
動
入
力
で
、

自
宅
か
ら
申
告
で
き
るe-�

T
ax

申
告
を
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。　

※�

確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
の
入
力
方
法
は
、
国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
動
画
で

掲
載
さ
れ
い
ま
す
。

○
申
告
書
作
成
会
場
に
つ
い
て

　

喜
多
方
税
務
署
申
告
書
作
成

会
場
で
は
、
ご
自
宅
か
ら
と
同

様
に
原
則
ご
自
身
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
に
よ
り
、
ご
自
分
で
申

告
書
を
作
成
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
暗
証
番
号
も

含
む
）
を
お
持
ち
の
方
は
、
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ

　

喜
多
方
税
務
署

　

☎
０
２
４
１（
24
）５
０
５
０

　

音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
従
い

「
２
番
」
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ
・
募
集

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

今
月
の
予
定

村
税
等
の
納
入
は
簡
単
・
便
利
で

確
実
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ

さ
い

【
行
政
相
談
】

　

行
政
相
談
で
は
、
国
・
県
・

市
町
村
・
特
殊
法
人
な
ど
の
仕

事
に
関
す
る
苦
情
や
意
見
、
要

望
を
受
け
付
け
、
解
決
の
お
手

伝
い
を
し
ま
す
。

○
月
日　

３
月
24
日
（
金
）

○
時
間　

午
前
９
時
30
分
～

�

午
前
11
時
30
分

○
場
所　

構
造
改
善
セ
ン
タ
ー

�

（
北
山
）

○
行
政
相
談
委
員

�

　

髙
橋　

光
秋

○
問
い
合
わ
せ

　

総
務
企
画
課

　

☎（
23
）３
１
１
１

【
納　
　

税
】

・
住
宅
使
用
料
（
３
月
分
）

・
上
下
水
道
使
用
料（
２
月
分
）
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喜多方プラザ３月催し物のご案内

問い合わせ　喜多方プラザ☎ 0241(24)4611

日 曜 催し物名 開演 入場方法

11 土 ザ・ニュースペーパー�
番外編　喜多方特別公演 14:00 全席指定�

2,000 円

12 日
きたかたミュージックフェア 2022�

澤田知可子�
Friendship Concert Vol.2

15:00 全席指定�
5,000 円

26 日

会津フィルハーモニック�
ウィンズ　スプリング�
コンサート 2023�
Spring Concert�

会津に響く、これからの音楽のカタチ

14:00

全席自由�
500 円�
�

未就学児無料

　

入
学
・
就
職
・
転
勤
等
に
よ
る

引
っ
越
し
の
際
は
、
住
民
票
の
異
動

が
必
要
で
す
。「
正
確
な
住
所
の
届

出
」
は
社
会
保
障
等
の
資
格
の
確
認

や
、
選
挙
人
名
簿
へ
の
登
録
な
ど
に

つ
な
が
る
大
切
な
手
続
き
で
す
。

※�

正
当
な
理
由
な
く
住
民
票
の
異
動

届
出
を
し
な
い
場
合
、
５
万
円
以

下
の
過
料
に
処
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

○
住
民
票
の
異
動
届
の
手
続
方
法

村
外
へ
の
引
っ
越
し

　

転
出
前
に
「
北
塩
原
村
で
」
転
出

届
を
提
出
し
て
転
出
証
明
書
を
受
け

取
る

　

転
入
し
た
日
か
ら
14
日
以
内
に

「
引
っ
越
し
先
の
市
区
町
村
で
」
転

出
証
明
書
を
添
え
て
転
入
届
を
提
出

す
る

村
内
で
の
引
っ
越
し

　

転
居
し
た
日
か
ら
14
日
以
内
に

「
北
塩
原
村
で
」
転
居
届
を
提
出

○
問
い
合
わ
せ

　

住
民
課
生
活
班

　

☎
（
23
）
３
１
１
３

文　

芸　

の　

ひ　

ろ　

ば

北
塩
原
短
歌
会

白
百
合
俳
句
会

星
座
標
合
わ
せ
て
み
仰あ

ぐ
冬
銀
河　
　

�

中
川　

幸
恵

初
夢
の
高
砂
の
松
過
ぐ
る
汽
車　
　

�

鈴
木　

隆
一
郎

ど
ん
ど
焼
の
し
め
縄
星
に
届
き
け
り　
　

�

武
藤　

敏
子

大
雪
の
あ
り
て
こ
そ
わ
が
生
地
な
り　
　

�

佐
藤　

信
子

�

桧
原　

佐
々
木　

キ
ミ
子

コ
ロ
ナ
禍
で　

友
と
競
い
て　

輪
投
す
る　

マ
ス
ク
の
笑
顔　

喜
こ
ぶ
目
も
と

�

北
山　

武
藤　

敏
子

ふ
る
雪
に　

明
る
き
日
射
し　

染
み
入
り
て　

春
の
訪
れ　

ほ
の
か
に
思
う

�

北
山　

佐
藤　

裕
子

雛
人
形　

嫁
ぎ
し
娘
の　

幸
せ
を　

願
い
飾
る
は　

い
つ
ま
で
も
親

�

大
塩　

鈴
木　

み
ち
子

如
月
の　

温
も
る
陽
射
し　

土
手
の
土　

雪
の
衣
を　

一
枚
脱
ぎ
て

�

大
塩　

鈴
木　

タ
ケ
子

「
春
よ
来
い
」　

道
路
の
雪
に　

書
い
て
あ
る　

御
不
動
様
の　

凍
る
帰
り
道

�

大
塩　

五
十
嵐　

良
子

彼
岸
花　

友
の
手
伝
い　

受
け
な
が
ら　

出
来
て
嬉
し
い　

自
家
製
の
花

�

大
塩　

高
橋　

み
す
江

縁
あ
り
て　

外
孫
の
お
よ
ば
れ　

待
ち
遠
し　

幸
多
か
れ
と　

祈
り
あ
る
の
み

�

大
塩　

赤
城　

セ
イ
子

降
る
雪
に　

夫
と
二
人
で　

茶
の
間
に
て　

嫁
ぎ
し
頃
の　

月
日
思
い
し

�

大
塩　

高
橋　

郁
子

友
と
会
い　

百
歳
体
操　

水
曜
日　

ズ
ン
ド
コ
踊
り
て　

身
も
心
も
晴
れ
に

�

下
川
前　

赤
城　

弘
美

ひ
ょ
っ
と
し
て　

こ
の
ま
ま
春
へ
と　

思
わ
る
日　

極
寒
予
報　

明
日
よ
り
と
か
や

村内の空間放射線量の
測定値について（令和 5年 2月）

※測定方法：リアルタイム線量システム
※単　　位：マイクロシーベルト

【教育委員会教育班】電話（23）5237

【住民課生活班】電話（23）3113

　　地区別

測定日　　
北山地区

（役場本庁前）
大塩地区

（活性化センター前）
桧原地区

（桧原出張所前）
裏磐梯地区

（裏磐梯合庁前）

2月17日 0.044 0.036 0.032 0.018
2月 3日 0.037 0.042 0.032 0.018

　　学校別

測定日　　
さくら
幼稚園

裏磐梯
幼稚園

さくら
小学校

裏磐梯
小学校

第　一
中学校

裏磐梯
中学校

2月17日 0.063 0.039 0.061 0.033 0.093 0.045
2月 3日 0.056 0.039 0.045 0.042 0.082 0.043

●福島県放射能測定マップ（県ホームページ）で詳細なデータを確認することができます。
　 福島県放射能測定マップ  で検索　　https://fukushima-radioactivity.jp/pc/

引
っ
越
し
の
と
き
は
忘
れ
ず
に

住
民
票
を
移
し
ま
し
ょ
う

裏
磐
梯
雪
ま
つ
り

　

２
月
18
日
（
土
）
に
裏
磐
梯

サ
イ
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
会
場

に
第
13
回
裏
磐
梯
雪
ま
つ
り

２
０
２
３
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
ナ
イ
ト

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
で
は
、
お
客
様

の
手
に
よ
っ
て
、
会
場
に
並
べ

ら
れ
た
キ
ャ
ン
ド
ル
に
次
々
と

あ
か
り
が
灯
さ
れ
、
幻
想
的
な

一
夜
と
な
り
ま
し
た
。

表
紙
の
写
真
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　皆さん、こんにちは。協力隊の金です。もうすでに春の訪れを待ちわびている方も多いと思いますが、も
う少しだけ雪にまつわるお話をさせていただきます。
　２月18日（土）に裏磐梯サイトステーションで第13 回裏磐梯雪まつり2023が行われました。コロナ禍の
影響で３年ぶりの開催となり、私にとっては初めての雪まつりでした。
　当日の日中は、春を感じさせるイベント日和で多くの方が来場されました。夕方からは、あいにくの雪模様
となりましたが、レンゲ沼に灯るキャンドルや裏磐梯観光大使の普天間かおりさんの歌声、夜空を彩る花火な
ど、寒さをも吹き飛ばす幻想的なひと時となりました。
　磐梯山ジオパークでは、この日の為に考案した手作りのジオパズル体験と、お宝がゲットできるクイズイベ
ントを実施しました。小さなお子さんからご年配の方まで、沢山の方にお立ち寄りいただき、楽しい時間を提
供することができました。近隣だけでなく、県外からお越しいただいたご家族連れも多く、磐梯山ジオパーク
の活動やお勧めのジオサイト情報などもお伝えすることができました。昨年度はこのようなイベントが全て中
止となってしまったため、久しぶりにお客様と直接お話しすることができ、と
ても有意義な時間を過ごすことができました。また、今回は新たな試みとし、
裏磐梯ビジターセンターとの連携も行い、混雑時はスタッフ同士がサポート
しながら、お客様との楽しい時間を共有することができました。
　少し話は変わりますが、今月で
令和４年度も終わりです。私の協
力隊としての活動も、残すところ
あと１年となりました。この２年間
というのは、新型コロナウィルス
感染症の影響で色んな活動が制
約されていましたが、今回の雪ま
つりのように、地元のイベントが
少しずつ復活していくことを期待
し、次年度も協力隊として、ジオ
パークを盛り上げていきたいと思
います！

編集
発行
印刷

北塩原村役場
総務企画課

三洋印刷株式会社

〒966-0485　福島県耶麻郡北塩原村大字北山字姥ヶ作3151番地　☎0241(23)3111　Fax0241(25)7358
ホームページアドレス●https://www.vill.kitashiobara.fukushima.jp　メールアドレス●info@vill.kitashiobara.fukushima.jp

裏磐梯ビジターセンター通信裏磐梯ビジターセンター通信
裏磐梯ビジターセンター　☎ 32-2850

エナガ

vol.147
～３年ぶりの裏磐梯雪まつりに参加しました～

　皆さんは「シマエナガ」という鳥の名前を聞いたことがあるでしょうか？
　シマエナガは真っ白な顔に黒いくちばしと目だけが目立つシンプルな顔
をしていて、SNSなどで人気を集めています。残念ながらこの鳥を見ら
れるのは日本では北海道だけですが、北塩原村でもその仲間を見ることが
できます。
　冬に探勝路を歩いていると様々な種類の小鳥が混じった群れ（混群）に
出会うことがあります。そんな時に耳を澄ますと、一際高い声で「チュリ
リリ」と鳴く声を聴くことができるかもしれません。声の主は「エナガ」
という鳥で、先ほどのシマエナガの仲間になります。
　エナガは九州・四国ではキュウシュウエナガ、対馬などにチョウセンエ
ナガ、本州にはエナガ、そして北海道にシマエナガと日本では４種類の亜
種が生息しています。
　シマエナガ以外の亜種には眉毛のような斑紋があります。彼らもまた、
シマエナガに負けないくらい可愛らしい鳥ですので、探勝路を歩く際はぜ
ひとも探してみてください。

▲

エ
ナ
ガ　

北
塩
原
村

　

桧
原
湖
畔
で
撮
影

▲

シ
マ
エ
ナ
ガ

　

提
供:

西
田
洸 

　
　
　
　

北
海
道
で
撮
影

▲�イベントの様子。ジオパズルは子供たちに
大人気でした！

▲�ライトアップされたレンゲ沼。
幻想的ですね。


